










































































































I RF A （
 

）ぐ

IRFA （果樹試）

にある。フランスの ClRAD 

らパイナン，プルの試験に

の

ルの白 1:E、

などに取り

180令 OOOtあり

間かけている。

この試験地のパイナッ

してはハワイでの

ないものが多いという。

八uguededou試験地の北約15にに Azaguie試験地があり、

テイン、バナナ、アボカド、マンゴスチンなどの

2人しかおらず、柑橘、プランテイン

バナナとプランテインの品種保存は
ヽ

ラ

も

と

゜

ごゞぶ8

e
 

＜
 `
 

’̀ 

’
 

の

の

I D E S S A （サバンナ研 所）

IDESSA(サバンナ研究所）の本部はバマコ

K. Go 1 iの話を聞いた。 IDESSAは4部より

物（棉、サトウキビ、他）、養魚、畜産である。

である。研究年報はまだ出版していない。 Goli 

ち、育種への力を少し抜いて栽培、防除、普及を

ち晶種は既に充分にあるというのである。

アフリカで米の消費が急速に伸びている一つの要因は、ミレットなどに比べて

調理が楽であるからである。しかし、米価は 160CFA/kg (約84円/kg)であり、9

に安く抑えられているので、生産者の側から見れば、困難な状況である。

IDESSAは、 WB、 EC、フランスの FED, FACなどと共同のプロジ

ェクトを行っている。

IDES SAの食用作物部はバマコ市の南にあった。食

S. Traoreの説明を聞いた。コート、ンボアールでは南に行く程、また西に寄る，I土ヽ

降雨量が多い。南から順に南部，中部、北部とすると、南部では年間 600-2000

mm、中部では 1100mm、北部では 1200-1300mmの降雨がある。降雨の年間分布

は北部で単頂曲線であるが、中部では二頂曲線である。北部では穀物（トゥモロ

コシ、 ミレソト、ソルガム）が栽培される。稲は北西部に多い。中部では主にヤ

ムイモが栽培される。食用作物部は 4科を持っている。穀物科、地下作物科、野

菜科、作付体系科である。世界銀行が推奨する Adaptiveresearchを行っている。

いろいろの技術をパッケージとして普及できるようにしている。

の東にあ

それらは

者は73

は、白声ヽ

視したいと

のDr
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にある

いだ.,WA  RDAの主冗任務は

の研究者養成を［］指している

(Continuum〉、潅漑水稲、マングロー

(Continuum) を、灌鳳水稲は

はシェーラレオネのロク

は、資金が打ち切られそうな雲行き

て有力な品種か育成されつつあ~:

として予算が厳しくなり、 WAR

し＼＇ては汀初予算 800万ドルのところ実績 640万トルで只i

は当初要求 960万ドルのところ実績見込み 680万卜 it,

した糾織整備が遅れる見込みとの話であった。 WAR

に次＼＼で日本が 2番目となっており、いろんな点で日不の

ると、アビジャンの日本大使館筋ではお考えのようてあ

には J I C Aから 1名の方が派遣されている。

CGIARの内部の調整で、西アフリカの稲につい

止め、 WARDAに移管することとされているが、

ないという。 WARDAは新しい機関として研究者を

フランス、インドなどで採用試験を行っているという。

建設中の敷地と圃場を見学した。プレハプの研究棟は既にできており、圃場に

は陸稲が栽培されていたが、本館の建設はこれからというところであった。敷地

の一角に大きな美しい人造湖があった。

詞 Matlon の話では、土着のイボアール人は水田にはいらないが、外来の

キナファソ人は水田に入るという。

はCG I八R
"7~· 

な)'-・

l "'"' し"・"コ

の

）レ

おわりに

今回の旅行で苦しかった点の一つは、先に御子柴、内山、笹野などが調査に

れていたため、相手側から共同研究の具体化を求められたことである。訪問した

3カ国の研究機関は、いずれも資金繰りに苦しんでおり、日本との共同研究を強

く望んでいた。熱研は、現在、 I I TA  (国際熱帯農業研究所）と IL RAD ( 

国際家畜疫病研究所）にそれぞれ 1名、計 2名を派遣しており、この数は急激に

は伸びないことを説明した。
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摘

1さ アフリカにおける主名な

ム、イネ、カウビ

の

シ、ソル

ングロー

l W'" 

3 s 

ヽ

アジア

は、パールミレット

ピーナ、j ツなとで

アフリカ稲(

られてし＼

ヽ

タイプがある。

za sativa)に置き

2. ISC (!CRISATSahelianCenter) ではミレッ

ョコマメ、キマメを研究対象としている。

WAR DA  (西アフリカ稲開発協会）では、

としている。

IDES SA(サバンナ研究所、ファケ）ではヤ

っていたが、小規模で育種も弱体であっ

コートジボアールの果樹の育種は、

ルの試験地は良く整備さ

き、非常に弱体であった。

4. ニジェール、

の欠乏から

5. 

マリ、

な

アピジャンの生活環境は良く、

良い。 WARDAへの派遣について、

派遣の形が良いと考えておら
。

ス
A
0
 ン
。

ぢが 1

... " 、~­. I'- ヽ

コートジボアール、各国の

来ない状態にあっ
゜

ニアメイ、バマコ、

アビジャンの日

パ/

+5 `
 

ム、

r
 t4 

‘々＜
 

ー
し

ロ

6含潅漑農業（水田作）は大きなポテンシャルを狩つ、；、

伝統がないことから、過去に中国、台湾のプロジェクトの

た経緯がある。

姿

丁＇

ロコ

ブ

8
＼

し

ゞ

し
、
；

r
,
 

r
t
 
,
l
 

）
 

ふ生

7. I I TAでも、 ICR I SATでも、 FarmingSystems Researchという

方を改め、 ResourceManagementの呼称に替えている。これは最近の

nabi 1i ty重視の趨勢の反映であろう。

の

し＼

Sustai-

-52 --



5. 収集し

Lアフリカー

タ、イ了王ント⇔

月

アフリカ

Schulten,GGM 1990 The role of FAO in lPM in Africa 

Insect Sci.Applic喩 10〈6):795-807 

Enda,dakar 1985 Initiatives paysannes au Sahel 

Giri, J. 1983 Le Sahel demain Kart ha la, Paris 

Dumont, R. 1989 Mes combats Plon, Paris 

Y 198 5 Energie et alimentation 

Tolva,MK. 198 2 Developper sans detruire Dakar, Senegal 

World Bank 1989 The World Bank Research Program 1988 

Eicher, CK. 1990 Building African scientific capacities for agr,、一

cultural development. Agr. Econ. 4:ll7-Ji13. 

IRR! 1985 Rice improvement in East, Central and South Africa. 

Proceedings of workshop 1984 at Zambia. 

IlTA 1988 !!TA Strategic Plan 1989-2000 

2, FA  0 

FAO 1973 Water laws in Moslem countries 20/1 

FAO 1973 Water laws in Moslem countries 20/2 

FAO 1984 Small-scale irrigation in Africa in the context of 

rural development 

FAO 1985 Sixieme reunion du sous-comite ouest et centr 

Africain de correlation des sols pour la mlse 

en valeur des terres 

FAO 1987 

FAO 1973 

FAQ 1989 

FAO 1977 

FAO 1985 

FAQ 1986 

FAO 1987 

FAO 1988 

FAO 1989 

Spate irrigation 

Mathematical models in hydrology 

NGO casebook on small scale irrigation in Africa 

Crop water requirements 

Water quality for agriculture 

Irrigation in Africa south of the Sahara 

Irrigation and water resources potential for Africa 

Publications catalogue (1987-1988) 

Publications catalogue 4 
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F州り 1990 

『八019 9 0 

FAO 1983 

FAO 1990 

「AO1990 

}汀1blicatlonscatalogue 1 (1987 .. 1988〉

Publicat56ns catalogue 2 (1987-1988〉

『orestge門eticresources No. 12 

臼restgenetic resources No. 13 

「0『estgenetic resources t員 16
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J 1990 農用地整

ニジェール河流域におけるリモ

用

Les systcmes ct'information geographiquc 

Seminaire atelier 
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4. I CR! SAT Saheri an Center 

!SC 1987 要覧

!SC 1983 !SCの設立

Vis tor's Guide to Niger 

L'lCRISAT en Afrique occidentale 

1990 出版物目録 1973-90 

1980 西アフリカの気象

1989 Research Highlights 1988 

Programmes ouest-africans de I'ICR!SAT 

1986 

!SC 1990 

!SC 1987 

!CRISAT 

!CR I SAT 

!CR I SAT 

lCRISAT 

Sivakumar,MVK. 

1990 

Climat de Niamey 
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八. 198 0 

196 

1986 

1990 乳

1990 lNR 

、1988 IER 

りnualReport 9名り

IS 19 9 <¥nalyse du 
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, ona 1 de redw『cheagronz耀

コ
日

ートジポアー

lDESSA 1990 lnsti tut des Savanes lDESSA 

C iRT 199 0 要覧

CTF'『-・Cl1989 Rapport Annuel D'ac tivi tes 

990 ブアケ市地図

L WARDA 

WARDA 1988 

WARDA 1989 

WARDA 1989 

WARDA 19 90 

WARDA 1990 

WARDAや sStrategic Plan:1990-か2000

988 Annual Report 

WARDA's Medium-term Implementation Plan 1990-94 

WARDA in transition. Highlights 1988--89 

A proposal for funding to support Japanese scientists 

in visiting and training capacities at WARDA 

WARDA 1990 Director General's Newsletter 

WARDA 1990 WARDA Resource Projections 1990-1994 
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1. The following institutions and related organizations were visited; 
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JALDA : Japan Agricultural Land Development Agency. 

C.Mali 

!ER : lnsti tut d'Economie Rurale. 
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Office de Nigerや

Nippon Koel Office of Bagulneda Project 

SUKALA : Sugar factory at Upstream art:a of the Kala 
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C ! RT : Centre l voi r i en de Recherches Technc 1 ogi ques. 

IRFA: lnstitut de Recerches sur les Fruits et Agrumes. 

lDESSA : Inst i tut des 0avanes. 

WARDA : West Africa Rice Develop;nent Association. 
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